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館蔵の茶碗 100 撰 ―国宝から手造茶碗まで―
100 Selected Tea Bowls from the Mitsui Memorial Museum Collection
From National Treasure to Handmade

令和8年（2026）9月12日（土）～ 11月23日（月・祝） 
10：00〜 17：00（入館は16：30まで）

月曜日（但し9月21日、10月12日、11月2日・23日は開館）、10月13日（火）。
三井記念美術館
一般1,200（1,000）円／大学・高校生700（600）円／中学生以下無料

※ 70歳以上の方は1,000円（要証明）。
※ 20名様以上の団体の方は（ ）内割引料金となります。
※ リピーター割引：会期中、半券のご提示で、2回目以降は（ ）内割引料金となります。
※ 障害者手帳をご呈示いただいた方、およびその介護者1名は無料です（ミライロIDも可）。

三井記念美術館 ／ Mitsui Memorial Museum
［〒103-0022 東京都中央区日本橋室町2-1-1三井本館7階］
東京メトロ銀座線「三越前」駅A7出口徒歩1分／東京メトロ半蔵門線「三越前」駅徒歩3分A7出口徒歩1分／
東京メトロ銀座線・東西線「日本橋」駅Ｂ9出口徒歩4分／
メトロリンク日本橋（無料巡回バス）乗降所「三井記念美術館」徒歩1分	

050–5541–8600（ハローダイヤル）

https://www.mitsui-museum.jp

展 覧 会 名

会 期
開 館 時 間
休 館 日
主 催
入 館 料

会 場

読 者 か ら の 
お問い合わせ先
ホームページ

三井記念美術館広報事務局　担当：大原、松井、富樫　TEL：03ｰ6275ｰ0243 ／ 090-6535-7754
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-41 神保町ＳＦ１ビル206　E-mail：mitsui@annex-inc.jp 

報道関係の方からの
お 問 い 合 わ せ 先

＊土曜講座、その他の展覧会関連イベントについては、当館ホームページをご覧ください。
＊開催内容を変更する場合がありますので、最新の情報は、当館ホームページまたはハローダイヤルにてご確認ください。
　また、展示室内の混雑を避けるため入場制限を行う場合があります。
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館蔵の茶碗100撰
―国宝から手造茶碗まで―

当館で所蔵する茶碗の中から「国宝から手造茶碗まで」の副題のもとに、国宝・重要文化財を含む名品・
優品、三井家ゆかりの茶碗など、100件を選んだ展覧会です。

江戸時代から昭和時代まで、300年以上にわたって収集され、当館まで伝わってきた三井家の茶碗を、三
井家ならではの歴史とともに一堂に見渡せる又とない展覧会です。
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展示室１

重要文化財と当館を代表する名碗
当館には重要文化財に指定された名碗が5点あります。玳

た い

皮
ひ

盞
さ ん

（鸞
らん

天
てん

目
もく

）、粉
こ

引
ひ き

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（三
み

好
よし

粉
こ

引
ひき

）、黒
く ろ

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘俊
しゅん

寛
かん

）、赤
あ か

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘

鵺
ぬえ

）、黒
く ろ

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘雨
あま

雲
ぐも

）の5点です。ここではこれらを唐
か ら

物
も の

茶碗・
高
こ う

麗
ら い

茶碗・和
わ

物
も の

茶碗の順に、古
こ

三
み

島
し ま

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（二
に

徳
とく

三
み

島
しま

）などの名物
とされる名碗を交えて展示いたします。

（図1）玳皮盞（鸞天目）は、中国江西省の吉
き っ

州
しゅう

窯
よ う

で南宋時代に
焼かれた天目で、玳

た い

瑁
ま い

の甲
こ う

羅
ら

すなわち鼈
べ っ

甲
こ う

のような釉
ゆ う

景
げ

色
し き

からの
名称です。見込の尾の長い鳥を瑞

ず い

鳥
ちょう

の鸞
ら ん

に見立てて鸞天目とも呼
んでいます。小

こ

堀
ぼ り

遠
え ん

州
しゅう

（1579〜 1647）由来の中
ちゅう

興
こ う

名
め い

物
ぶ つ

です。

	⿎趣旨
当館で所蔵する茶碗の中から「国宝から手造茶碗まで」の副題のもとに、国宝・重要文化財を含む名品・優品、

三井家ゆかりの茶碗など、100件を選んだ展覧会です。
三井家から寄贈された収蔵品の過半数は茶道具ですが、その中で茶碗だけを取り上げても200件を優に超えて

います。館蔵品による茶碗展は、約30年前（1995年）に三井文庫別館で開催した「三井家の名碗三十撰」以来
になりますが、その時の図録も品切れとなって久しく、今回はそれを補う新しい図録を発行いたします。

展示は6章に分けて構成いたします。第1章「唐物茶碗」、第2章「高麗茶碗」、第3章「和物茶碗」では、
国宝・重要文化財の名碗をはじめ、前回の三十撰の名碗を全て含む展示となります。さらに第４章「樂の茶碗」、
第5章「永樂の茶碗（保全・和全）」、第6章「手造茶碗」として、三井家の茶の湯の歴史と関わりの深い茶碗を
選んで展示いたします。

江戸時代から昭和時代まで、300年以上にわたって収集・蓄積されて当館まで伝わってきた三井家伝来の茶碗
は、文化遺産ともいえますが、三井家ならではの歴史とともに一堂に見渡せるまたとない展覧会です。

	⿎展示構成
展示構成は以下のように展示室ごとのテーマで展示いたします。

展示室1：重要文化財と当館を代表する名碗		 	 展示室5：樂の茶碗・永樂の茶碗（保全）
展示室2：国宝　志野茶碗　銘卯花墻	 	 	 展示室6：永樂の祥瑞写（保全）
展示室3：如庵　茶道具取り合わせ 			   展示室7：永樂の茶碗（保全・和全）・手造茶碗
展示室4：唐物茶碗・高麗茶碗・和物茶碗

展覧会の趣旨と展示構成

展示構成と主な展示作品 ＊：広報用画像貸出作品

図 1＊

重要文化財　中
ちゅう

興
こう

名
めい

物
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　玳
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皮
ひ

盞
さん

（鸞
らん

天
てん

目
もく

）

南宋時代・12～ 13 世紀　室町三井家旧蔵
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（図2）粉引茶碗（三好粉引）は、朝鮮半島で16
世紀に焼かれた粉

ふ ん

青
せ い

沙
さ

器
き

の一種で、戦国武将の
三

み

好
よ し

長
な が

慶
よ し

（1522～ 1564）が所持したところから三
好粉引と呼ばれています。その後豊臣秀吉（1537

～ 1598）が所持し、江戸時代に金森家から三井
家に伝わった名碗です。
（図3）黒樂茶碗（銘俊寛）は、千利休（1522～

1591）の美意識と創意により長
ちょう

次
じ

郎
ろ う

が焼いた樂茶
碗のなかでも作意が強く、腰の張った半筒茶碗の
代表作です。
（図4）赤樂茶碗（銘鵺）は、樂家の三代道

ど う

入
にゅう

（1599～ 1656）の赤樂茶碗で、胴の黒い景色から
『平家物語』の「鵺退治」に因んで「鵺

ぬ え

」の銘
が付けられています。
（図5）黒樂茶碗（銘雨雲）は、その道入の協力

を得て本
ほ ん

阿
あ

弥
み

光
こ う

悦
え つ

（1558～ 1637）が造った樂茶
碗です。専門の陶工ではない光悦が、自らの興
味で手造りした茶碗ですが、その茶碗が今日重
要文化財に指定されているところは、まさに「国
宝も手のひらから」のキャッチコピーを体現してい
ます。

（図6）珠
し ゅ

光
こ う

青
せ い

磁
じ

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘波
は

瀾
らん

）は、中国福建省
や浙江省で南宋時代に大量に焼かれ、日本の遺
跡からも出土していますが、唐

か ら

物
も の

の名物に対し、
わび茶に相応しいものとして村

む ら

田
た

珠
し ゅ

光
こ う

が取り上げ
たとされるところから、この手の茶碗を珠

し ゅ

光
こ う

茶
ち ゃ

碗
わ ん

・
珠
し ゅ

光
こ う

青
せ い

磁
じ

などと呼んでいます。
（図7）古三島茶碗（二徳三島）は、重要文化財

に指定されてはいませんが、豊臣秀吉の茶
さ

頭
ど う

とも
袋
ふ く

師
ろ し

ともいわれる「二
に

徳
と く

」なる人物が所持したと
ころから二徳三島と呼ばれています。『天

て ん

王
の う

寺
じ

屋
や

会
か い

記
き

』の天正7年（1579）9月1日の千利休茶会
に「こゆミ茶碗」と見えるのがこの茶碗とされ、
利休の名物として伝わっています。

図 2＊

重要文化財　

粉
こ

引
ひき

茶
ちゃ

碗
わん

（三
み

好
よし

粉
こ

引
ひき

）

朝鮮時代・16 世紀　
北三井家旧蔵

図 3＊
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樂
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桃山時代・16 世紀　
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図 4＊

重要文化財

赤
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樂
らく

茶
ちゃ

碗
わん
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樂
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道
どう

入
にゅう

作
江戸時代・17 世紀　
室町三井家旧蔵

図 5＊

重要文化財

黒
くろ

樂
らく

茶
ちゃ

碗
わん

　銘雨
あま

雲
ぐも

　
本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

作　
江戸時代・17 世紀　
北三井家旧蔵

図 6

珠
しゅ

光
こう

青
せい

磁
じ

茶
ちゃ

碗
わん

　銘波
は

瀾
らん

南宋～元時代・12～ 14 世紀　
新町三井家旧蔵

図 7

名物 

古
こ

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

（二
に

徳
とく

三
み

島
しま

）

朝鮮時代・16 世紀　
北三井家旧蔵
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（図8）大
お お

井
い

戸
ど

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（上
かん

林
ばやし

井
い

戸
ど

）は、かつて宇治
の茶師上林家伝来とされていましたが、北三井家
の文化文政（1804～ 1830）頃の道具帳に「秀吉
公御物　島原上林所持」との記事があり、調べ
たところ京都の島原遊郭に傾

け い

城
せ い

屋
や

の上林家があり
ました。今も残る島原遊郭の文化遺構「角

す み

屋
や

」に
窺えるように、このような名碗が島原遊郭に伝わる
こともあり得ることと思われます。

（図9）大井戸茶碗　銘須
し ゅ

弥
み

（別銘十
じゅう

文
もん

字
じ

）は、
大徳寺の僧が享保12年（1727）に書いた「十文
字井戸茶碗記」が添っており、それによれば、こ
の茶碗はもと大きく歪んでいたのを、古

ふ る

田
た

織
お り

部
べ

（1543～ 1615）が十文字に割って小さくしたといい、
後に天

て ん

祐
ゆ う

紹
じょう

杲
こ う

（1586～ 1666）（大徳寺169世） が
「須

し ゅ

弥
み

」の銘に改めたといいます。「へうげもの」
で知られる古田織部の「破格の美」といわれる
美意識を象徴する茶碗といえます。

展示室 2

国宝 
志野茶碗　銘卯花墻

日本で焼かれた和物茶碗で国宝に指定された
2碗の内の1碗（図10）です。もう1碗は本阿弥
光悦作の白樂茶碗（銘不二山）（サンリツ服部美術館

蔵）です。
（図10）卯

う の

花
は な

墻
が き

は、美濃の牟
む

田
た

洞
ぼ ら

窯
が ま

で焼かれた
志野茶碗で、轆

ろ く

轤
ろ

で挽かれた半筒形を撫三角形
に歪め、胴の随所に箆

へ ら

削りを施し、鉄
て つ

絵
え

で垣根
文様を描いて志

し

野
の

釉
ゆ う

を掛けています。まさに国宝
も手造りから始まっています。

付属の小色紙には、「やまざとのうのはながき
のなかつみち　ゆきふみわけしここちこそすれ」
と、この茶碗の景色から詠んだ和歌が記されてお
り、「卯花墻」の銘が付けられています。箱書と
和歌小色紙は片

か た

桐
ぎ り

石
せ き

州
しゅう

（1605～ 1673）の筆とさ
れています。

図 10＊
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桃山時代・16～ 17 世紀　室町三井家旧蔵

図 8
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朝鮮時代・16 世紀　北三井家旧蔵

図 9
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所持　朝鮮時代・16 世紀　室町三井家旧蔵
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展示室 3

如庵　茶道具の取り合わせ
展示室3は、織

お

田
だ

有
う

楽
ら く

（1547～ 1621）の茶室「如
じ ょ

庵
あ ん

」を写し
た展示室です。明治41年から北三井家が所有した国宝の茶室
で、戦後に名古屋鉄道の所有となり犬山市に移築されました。
　

ここでは織田有楽にちなんだ茶道具の取り合わせです。床に
は有楽の消息（十月十六日春可老宛）、茶碗は伝有楽所持の（図

11）大井戸茶碗（有楽茶碗）、茶杓は有楽作の竹茶杓です。
茶器は千利休「金砂」直書の黒中棗、釜は利休好の与次郎

作雲龍釜を取り合わせます。

展示室 4

唐物茶碗・高麗茶碗・和物茶碗
ここでは展示室1・2・3で展示した以外の唐物茶碗・高麗茶

碗・和物茶碗を、ほぼ時代順に展示いたします。
唐物茶碗は中国で焼かれた茶碗ですが、最初に展示室1で

展示した珠光青磁茶碗（銘波瀾）（図6）とは別の珠光青磁茶碗
を展示します。江戸後期に表千家家元が箱書したものが目立ち、
その頃にこの茶碗が注目されたようです。

（図12）染
そ め

付
つ け

雲
う ん

堂
ど う

手
で

鉢
は ち

の子
こ

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、明時代に景
け い

徳
と く

鎮
ち ん

で焼かれ
たいわゆる古

こ

染
そ め

付
つ け

です。托
た く

鉢
は つ

僧
そ う

が持つ鉄
て っ

鉢
ぱ つ

に似ているので鉢の
子と呼ばれています。胴に雲

う ん

堂
ど う

模様が描かれていますが、この
模様は赤絵や染付の茶碗によくあります。千利休所持とされる
染付の筒形香炉を茶碗に見立てた「紀

き

三
み

井
い

寺
で ら

」と同じ模様です。

高麗茶碗は朝鮮半島で焼かれた茶碗です。、展示室1で展示
した名碗以外でもよく知られた名碗が並びます。

（図13）斗
と

々
と

屋
や

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘かすみ）は、胴の一部がうっすらと青く
変化して見事な景色となっています。まさに春霞を見るようです
が、荒 し々い高台周辺の印象とのギャップも、この茶碗の魅力
となっています。室町三井家十二代高

た か

大
ひ ろ

の遺愛品でした。
（図14）御

ご

所
し ょ

丸
ま る

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、口辺に段が付いた沓
く つ

形
が た

の茶碗です。
黒釉の刷

は

毛
け

目
め

や掛け分けの景色は、織部焼に通じる作意であり、
日本向けに焼かれた茶碗と考えられます。制作時期は文禄・慶
長の役のあと、朝鮮王朝との国交が回復する慶長14年（1609）

以降間もない頃と考えられますが、織部好みとされる沓形茶碗
の流行がその前提にあります。

図 12

染
そめ

付
つけ

雲
うん

堂
どう

手
で

鉢
はち

の子
こ

茶
ちゃ

碗
わん

明時代・17 世紀　北三井家旧蔵

図 13
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朝鮮時代・16 世紀　室町三井家旧蔵

図 14＊
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朝鮮時代・17 世紀　北三井家旧蔵

図 11
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井
い

戸
ど

茶
ちゃ

碗
わん

（有
う

楽
らく

茶
ちゃ

碗
わん

） 
伝織

お
田
だ

有
う

楽
らく

所持　朝鮮時代・16 世紀　北三井家旧蔵
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（図15）彫
ほ り

三
み

島
し ま

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（外
そと

花
ばな

）は、古渡りの三島茶碗に倣って17
世紀に日本からの注文で焼かれたものです。胴の内外に桧

ひ

垣
が き

文
も ん

をめぐらし、見込には花の印刻が捺され、薄く刷毛目が施され
ています。さらにこの茶碗は外側にも花の印刻が捺されており、
特に「外

そ と

花
ば な

」と呼ばれて珍重されています。山
や ま

県
が た

有
あ り

朋
と も

（1838～

1922）の所蔵品でした。
（図16）玄

げ ん

悦
え つ

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘まきたつ山）は、江戸時代前期に朝鮮半
島の釜

ふ

山
ざ ん

窯
よ う

で焼かれた御
ご

本
ほ ん

茶
ち ゃ

碗
わ ん

の一種です。釜山窯は、対馬
藩によって倭

わ

館
か ん

内に開かれた窯で、対馬藩主宗家が注文を仲介
していました。対馬藩では船

ふ な

橋
は し

玄
げ ん

悦
え つ

などの茶碗焼役人を出向さ
せ、現地の陶工を雇って朝鮮の土で日本からの注文品を焼造し
ました。この茶碗は玄悦が扱った茶碗ということになります。

和物茶碗は日本で焼かれた茶碗です。
（図17）瀬

せ

戸
と

黒
ぐ ろ

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘うたゝ 寝
ね

）は、口径に1㎝余りの歪みが
あり、縁

ふ ち

のある口造りに、胴から底にかけて深いくびれを見せ
る轆

ろ く

轤
ろ

のあとが段をなしています。瀬戸黒茶碗としては作意の強
い茶碗です。明治以降、『本

ほ ん

朝
ちょう

陶
と う

器
き

巧
こ う

証
しょう

』などで「織
お り

部
べ

黒
ぐ ろ

」と
呼ばれるようになる茶碗に該当するものと思われます。なお鉄絵
が加わった沓

く つ

形
が た

茶碗は「黒
く ろ

織
お り

部
べ

」と称されます。
（図18）高

た か

取
と り

面
め ん

取
と り

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、九州の黒田藩で寛永年間（1624～

1644）に小堀遠州（1579～ 1647）が関わり、白
し ら

旗
は た

山
や ま

窯で焼かれ
た茶陶を特に遠

え ん

州
しゅう

高
た か

取
と り

と呼んでいます。この茶碗は腰に面を取
る器形から高取面取茶碗（または高取面茶碗）と呼ばれ、遠州高
取の代表作として知られています。単純な器形ながら雅で気品
があり、まさに遠州の「綺麗さび」の茶碗です。
（図19）伊

い

賀
が

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘西
さい

蓮
れん

寺
じ

）は、大振りの茶碗で、轆轤挽き
の後に胴を楕円に歪め、高台は三方を箆で切り取った割

わ り

高
こ う

台
だ い

と
しています。銘の西蓮寺は、伝来した寺院の名です。三重県上
野市長田町にある天台真盛宗の寺で、北三井家三代高

た か

房
ふ さ

が、
伊賀に出かけた際にこの茶碗を見出し、所望して手に入れたも
ので、高房が銘を付けたものです。

図 17

瀬
せ

戸
と

黒
ぐろ

茶
ちゃ

碗
わん

　銘うたゝ 寝
ね

桃山時代・16～ 17 世紀　北三井家旧蔵

図 18

高
たか

取
とり

面
めん

取
とり

茶
ちゃ

碗
わん

江戸時代・17 世紀　室町三井家旧蔵

図 19

伊
い

賀
が

茶
ちゃ

碗
わん

　銘西
さい

蓮
れん

寺
じ

桃山～江戸時代・16～ 17 世紀　北三井家旧蔵

図 15

彫
ほり

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

 （外
そと

花
ばな

） 
朝鮮時代・17 世紀　室町三井家旧蔵

図 16

玄
げん

悦
えつ

茶
ちゃ

碗
わん

　銘まきたつ山　
朝鮮時代・17 世紀　北三井家旧蔵
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（図20）色
い ろ

絵
え

鱗
うろこ

文
も ん

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、野
の

々
の

村
む ら

仁
に ん

清
せ い

の作です。この茶碗は、
釉を掛けて本

ほ ん

焼
や き

した後に、釉上に黒の上
う わ

絵
え の

具
ぐ

を焼き付けたもの
で、いわゆる仁

に ん

清
せ い

黒
ぐ ろ

と呼ばれる濃厚な黒色を呈しています。さ
らに赤や金彩の上絵具によって鱗文を帯状に配しています。高
台内に「仁清」の小印が捺されています。仁清は御

お

室
む ろ

窯
が ま

で金
か な

森
も り

宗
そ う

和
わ

（1584～ 1656）の指導を得て茶陶を焼いていますが、箱
書には「濃茶茶碗　御室焼」と墨書されており、金森宗和筆と
の伝承があります。

展示室 5

樂の茶碗・永樂の茶碗（保全）

樂家の茶碗と永樂家の茶碗は、いずれも和物茶碗ですが、
本展覧会では重要文化財の樂茶碗のみ和物茶碗のなかで紹介
し、別に第4章「樂の茶碗」と第5章「永樂の茶碗」として三
井家と関わりの深い茶碗を取り上げてご紹介いたします。

樂家は、千利休の美意識と創意による樂茶碗を長次郎が焼
いて以来、代々千家流茶道のなかで陶家としての「ちゃわん屋」
として続き、当代吉左衛門で十六代を数えます。ここではほぼ
時代順・歴代順に12点を展示いたします。
（図21）赤

あ か

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘再
さい

来
らい

）は、樂家三代道
ど う

入
にゅう

（1599～ 1656）

の作ですが、この茶碗は、三井越後屋創業者の元祖三井高
た か

利
と し

が所持したもので、出身地の松坂時代に一族が集まる椀
お う

飯
ば ん

振
ぶ る

舞
ま い

の席で濃茶を点てて飲んだといい、高利所持の茶道具として唯
一伝わったものです。高利存命中に息子の室町三井家初代高

た か

伴
と も

が譲り受けて伝世しました。高利の妻かねが所持した台
だ い

子
す

皆
か い

具
ぐ

の記録もあり、当時から三井家では茶の湯が身近であったこ
とが想像されます。

（図22）赤
あ か

樂
ら く

大
お お

福
ぶ く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、胴に「福寿」の文字と槌
つ ち

の絵があり、
見込に亀の絵があります。胴の文字が北三井家二代高

た か

平
ひ ら

（法名

宗
そう

竺
ちく

）筆で、槌の絵と見込の亀の絵（霊亀）がその息子の三代
高
た か

房
ふ さ

（法名宗
そう

清
せい

）の筆です。茶碗は樂家六代左
さ

入
にゅう

の作とされて
います。大

お お

福
ぶ く

茶
ち ゃ

は、正月の祝儀として点てるお茶で、三井家で
も大福茶を点てていますが、北三井家の文化文政頃の道具帳
では、茶碗の筆頭に記されており、この大福茶碗がいかに特別
な茶碗であったかがわかります。

図 21＊

赤
あか

樂
らく

茶
ちゃ

碗
わん

　銘再
さい

来
らい

　
三
みつ

井
い

高
たか

利
とし

所持　樂
らく

道
どう

入
にゅう

作　江戸時代・17 世紀
北三井家旧蔵

図 22

赤
あか

樂
らく

大
おお

福
ぶく

茶
ちゃ

碗
わん

　
胴槌絵・福寿文字　見込亀絵　樂

らく
左
さ

入
にゅう

作
江戸時代・18 世紀　北三井家旧蔵

図 20

色
いろ

絵
え

鱗
うろこ

文
もん

茶
ちゃ

碗
わん

　
野
の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

作　江戸時代・17 世紀　新町三井家旧蔵
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（図23）この赤
あ か

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、樂家九代了
りょう

入
にゅう

（1756～ 1834）の作で、
高台脇に表千家九代了々斎の「前後軒へ」の文字と花押の朱
書があります。前

ぜ ん

後
ご

軒
け ん

は北三井家六代高
た か

祐
す け

が名乗った軒号で、
高祐の日記には文化8年2月に千宗旦筆「前後軒」扁額につ
いての記事があり、この頃千宗旦好の茶室「前後軒」を自邸
に整備したようで、この茶碗はその記念に了々斎から贈られたも
のと思われます。
（図24）樂

ら く

平
ひ ら

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、樂家十一代慶
け い

入
にゅう

（1817～ 1902）の作で
すが、箱書から飛騨神岡鉱山の鹿

し か

間
ま

山
や ま

の鉱石を釉薬としたこと
がわかります。明治以降、三井家は飛騨の神岡鉱山の経営に
関わりましたが、北三井家九代高

た か

朗
あ き

の指導で慶入が焼いたもの
です。

（図25）焼
や き

貫
ぬ き

黒
く ろ

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

（銘擎
けい

雨
う

）は、樂家十五代直
じ き

入
にゅう

の作です。
直入独特の斬新なデザインによる樂茶碗で、銘は「あめにささ
ぐ」と読みます。銘は蘇

そ

軾
しょく

の詩「贈劉景文」から取られています。

永樂家は、室町時代に初代宗禅が奈良の西村に住んで春日
神社の供

く

御
ご

器
き

を製していたといわれ、西村姓を称していました。
晩年に武野紹

じょう

鴎
お う

の好みの土
ど

風
ぶ

呂
ろ

を作り、土風呂師善五郎を名
乗り、二代宗善は堺に住み、三代宗全が京都に住んで以来、
代々千家の土風呂師となりました。十代了全の時、土風呂のほ
かに瀬戸写や交

こ う

趾
ち

写などの土物（陶器）を手掛けるようになり、
ここに西村家（明治4年永樂姓に改姓）の陶家（焼物師）として新
たな展開が始まりました。

三井家と永樂家との交流は、了全の代から見られ、十六代
即全まで続きました。この間の当館で所蔵する作品は200件を
優に超えており、食器などの数物を入れると相当な数に及んで
います。中でも十一代保全（1795～ 1854）と十二代和全（1823

～ 1896）の作品が150件近くに達しています。本展では、この
保全と和全の茶碗に限って、32件（35点）を展示いたしました。
これらの中から特に三井家とかかわりの深い茶碗をご紹介いた
しますが、展示室5では、保全の茶碗３件（４点）を展示してい
ます。

（図26）金
き ん

襴
ら ん

手
で

四
よ

ツ
つ

目
め

結
ゆ い

桐
き り

紋
も ん

天
て ん

目
も く

・飲
い ん

中
ちゅう

八
は ち

仙
せ ん

人
に ん

図
ず

重
かさね

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、
弘化4年（1847）の暮れに北三井家七代高

た か

就
な り

の還暦年賀の祝
いが行われ、その際に永樂家十一代の保全から高就へ贈られ
た重茶碗です。天目の胴には三井家の家紋である四ツ目結が
大きく配されています。

図 26

金
きん

襴
らん

手
で

四
よ

ツ
つ

目
め

結
ゆい

桐
きり

紋
もん

天
てん

目
もく

永樂保全作　江戸時代・弘化４年（1847）  北三井家旧蔵

図 25

焼
やき

貫
ぬき

黒
くろ

樂
らく

茶
ちゃ

碗
わん

　銘擎
けい

雨
う

（あめにささぐ）　
樂
らく

直
じき

入
にゅう

作　平成 15 年（2003）  個人旧蔵

図 24

樂
らく

平
ひら

茶
ちゃ

碗
わん

　
飛
ひ

騨
だの

国
くに

鹿
しか

間
ま

鉱
こう

山
ざん

鉱
こう

石
せき

釉
ゆう

　樂
らく

慶
けい

入
にゅう

作　
明治時代・19 世紀　北三井家旧蔵

図 23

赤
あか

樂
らく

茶
ちゃ

碗
わん

　
了
りょう

々
りょう

斎
さい

「前
ぜん

後
ご

軒
けん

」直書　樂
らく

了
りょう

入
にゅう

作
江戸時代・18～ 19 世紀　北三井家旧蔵
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展示室 6

永樂の祥瑞写（保全）

ここでは保全の祥
しょん

瑞
ず い

写
うつし

の茶碗を展示いたします。三井家の家
紋を散らした茶碗１点と、琵琶湖の大津で焼いた湖

こ

南
な ん

焼
や き

の祥瑞
写の茶碗６点をケース内至近距離でご覧いただけます。
（図27）祥

しょん

瑞
ず い

写
うつし

家
か

紋
も ん

散
ちらし

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、三井家の注文品と思われます
が、胴に三井家の家紋である四ツ目結紋、丸三紋、桐紋、木

も っ

瓜
こ う

紋を散らし、見込には幹が三つ巴に絡んだ松竹梅の絵が描
かれています。染付が鮮やかに発色した精緻な作品です。

展示室 7

永樂の茶碗（保全・和全）

ここでは前半が永樂の茶碗の続きで、後半が手造茶碗を展
示いたします。

永樂の茶碗は、保全の作品が３点、和全の作品が８件21点
を展示いたします。

（図28）色
い ろ

絵
え

兜
かぶと

菖
しょう

蒲
ぶ

文
も ん

平
ひ ら

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、兜と菖蒲を描いた色絵の平
茶碗で、和全の箱書に「仁清写　端午之絵　家父保全造」と
あります。保全・和全の頃は金彩が控えめで余白が多いタイプ
が仁清のイメージであったようです。
（図29）赤

あ か

地
じ

金
き ん

襴
ら ん

手
で

鳳
ほ う

凰
お う

文
も ん

天
て ん

目
も く

は、明治20年（1887）2月1日、
京都御苑で行われた京都博覧会で、北三井家九代高

た か

朗
あ き

と十代
高
た か

棟
み ね

が席主となって行われた明治天皇への献茶で使用されまし
た。点前は表千家十一代碌

ろ く

々
ろく

斎
さ い

が行っています。この時、明治
天皇から日の丸釜について御

ご

下
か

問
も ん

があり、それを記念して日の
丸茶碗365個を和全が焼いており、博覧会の褒賞記念品とされ
ました。

（図30）菊
き く

谷
た に

焼
や き

十
じゅう

二
に

ヶ
か

月
げつ

絵
え

替
がわり

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、十二ヶ月各月の風物や
行事を画題とした絵替り茶碗12個セットのうちの1月から3月の
茶碗です。ざんぐりとした粗い胎土に薄く透明釉を掛けて乾山風
の絵付けを施したもので、民藝風ともいえる素朴さと雅味があり、
晩年の和全の境地がうかがえます。

図 30

菊
きく

谷
たに

焼
やき

十
じゅう

二
に

ヶ
か

月
げつ

絵
え

替
がわり

茶
ちゃ

碗
わん

　
永
えい

楽
らく

和
わ

全
ぜん

作　12口の内 3口　
明治 20 年（1887）  北三井家旧蔵

①（1月）富
ふ

士
じの

絵
え

茶
ちゃ

碗
わん

　
②（2月）初

はつ
午
うま

土
ど

鈴
えい

絵
のえ

茶
ちゃ

碗
わん

　
③（3月）鶏

とり
合

あわせ
絵
のえ

茶
ちゃ

碗
わん

①②③

図 28

色
いろ

絵
え

兜
かぶと

菖
しょう

蒲
ぶ

文
もん

平
ひら

茶
ちゃ

碗
わん

　「永樂」在印　
永
えい

樂
らく

保
ほ

全
ぜん

作　江戸時代・19 世紀　北三井家旧蔵

図 29＊

赤
あか

地
じ

金
きん

襴
らん

手
で

鳳
ほう

凰
おう

文
もん

天
てん

目
もく

　
永
えい

樂
らく

和
わ

全
ぜん

作　明治時代・19 世紀　北三井家旧蔵

図 27

祥
しょん

瑞
ずい

写
うつし

家
か

紋
もん

散
ちらし

茶
ちゃ

碗
わん

　
染付銘「大日本／永樂造」
永
えい

樂
らく

保
ほ

全
ぜん

作　江戸時代・19 世紀　室町三井家旧蔵
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展示室 7

手造茶碗
茶の湯の茶碗は、ほぼ全て手造りですが、ここでは専門の

陶工による茶碗ではなく、いわば素人による手造り茶碗を「手
造茶碗」として括り、13件（15点）を展示しました。素人といっ
ても茶の湯を嗜む数寄者によるもので、ここでは三井家の当主
達、表千家の家元、紀州徳川家の藩主や側室・側近に関わる
茶碗を選んでいます。
（図31）青

あ お

樂
ら く

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、北三井家二代高
た か

平
ひ ら

（法名宗
そう

竺
ちく

）の手造り
茶碗で、高台脇に「七十三翁　宗竺造」の彫銘があります。
高平は、三井家元祖三井高

た か

利
と し

の長男で、高利が延宝元年
（1673）に三井越後屋を日本橋に開店し、京都に仕入店を設け
て以来、兄弟の中心に立って事業の発展に寄与しました。隠居
後は茶の湯を嗜み、元文頃から名物茶道具の収集も始めてい
ます。茶碗や竹花入なども自作しており、この茶碗はその代表
的なもので、三井家の手造り茶碗として伝世する最も古いもので
す。
（図32）赤

あ か

樂
ら く

亀
か め

絵
の え

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、文政2年（1819）に和歌山の西郊
西浜御殿の偕楽園で行われた御庭焼において、十代藩主徳

と く

川
が わ

治
は る

宝
と み

（1771～ 1853）に命じられて北三井家六代高
た か

祐
す け

が手造りし
た茶碗で、亀の絵は徳川治宝が描いています。この御庭焼は
樂吉左衛門（旦入）が樂窯を築き、治宝の側室や側近とともに
行われたもので、この茶碗はそれを象徴するものといえます。
（図33）稲

い ね

ノ
の

絵
え

茶
ち ゃ

碗
わ ん

は、北三井家十代高
た か

棟
み ね

（法名宗恭）と妻の
苞
も と

子
こ

との合作手造り茶碗です。高棟が大磯に営んだ別邸「城
山荘」に永樂家を招いて築いた城

じょう

山
ざ ん

窯
が ま

で焼いたもので、城山
荘の土で造り、同じ土を釉薬としたものです。胴に高棟による稲
の絵が描かれ、苞子が「黄金の波」と記しています。

図 31
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　彫銘「七十三翁宗
そう

竺
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造」 
三井高平作　江戸時代・享保 10 年（1725） 
北三井家旧蔵
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画　江戸時代・文政 2 年（1819）  
北三井家旧蔵

図 33
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北三井家旧蔵
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